
三陸の海藻養殖の歴史 

宮城県農林水産部水産業基盤整備課 
伊藤 博 



１ 日本人と海藻 
２ ノリ養殖 
３ ワカメ養殖 
４ 東日本大震災の影響 



１ 日本人と海藻 



縄文・弥生時代 
 貝塚からワカメ・アラメ・ホンダワラ 
 等が発見 
飛鳥時代 
 大宝律令でノリ・ワカメ等６種類の 
 海藻が年貢の対象 
平安時代 
 十種類以上の海藻が食べられて 
 おり、重要な食料となった 
 
 



鎌倉時代 
 庶民の食料となり、汁物や酢の物 
 等、現在と変わらない食べ方 
江戸時代 
 東京湾でノリ養殖が開始 
昭和２０～４０年代 
 ワカメ・コンブ養殖の普及 
 



・塩竃神社の末社・御竃神社に伝わる 
 神事 
・平安時代末期～鎌倉時代の最先端の 
 製塩法 
・７月４日 藻刈神事 
・７月５日 御水替神事 
・７月６日 藻塩焼神事 

御竃神社の藻塩焼神事 



２ ノリ養殖 



宮城県のノリ養殖は江戸時代に 
気仙沼湾で始められた。 
 
昭和３０年代頃から松島湾が主 
力漁場となった。 
 
現在は育苗期は松島湾、生産期 
は仙台湾で生産が行われている。 



採苗・育苗漁場

：生産漁場

：未使用漁場

９月末頃       採苗（松島湾）     
９月末～１０月中頃 育苗期（松島湾） 
１１月頃～１２月頃 秋芽網生産期（仙台湾） 

１月頃～ ４月頃    冷蔵網生産期（仙台湾）          

宮城県のノリ養殖 

育苗期 生産期 
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３ ワカメ養殖 



宮城県のワカメ養殖は昭和２０年 
代に女川湾で始められた。 
 
ノリ・カキ漁場の外海などの未利 
用漁場が開発された。 
 
養殖技術の開発により、昭和３０ 
年代後半には本格的な生産体制 
が確立した。 
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４ 東日本大震災の影響 



養殖ノリの被害状況 

・漁期終盤に津波の被害に遭い平成２２年 

 度の生産量は３億９千万枚で平年の５６ 

 ％に留まった。 

・石巻湾～亘理の養殖施設は全壊、人工採 

 苗施設は一部を除いて使用不能、全自動 

 ノリ製造機等の加工施設は２/３が失われ 

 た。 



採苗・育苗漁場

：生産漁場

：未使用漁場

2011年度のノリ生産漁場 
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１億３７００万枚（平年の２１％）、 
１２億７０００万円（平年の２７％）の生産 



養殖ワカメの被害状況 

・平成２２年度は本格的な漁期前に 

 震災の被害に遭い、生産量は 

 ３４００トンで平年の２０％程度 

 に留まった。 

・唐桑～牡鹿半島、松島湾の養殖 

 施設は全壊、ボイル塩蔵する施 

 設も多くが滅失した。 



種苗の入手 

・他養殖種着業者からの新規参入が見込 

 まれたが、三陸の養殖ワカメが壊滅し 

 たため、種苗の不足が予想された。 
 

・徳島県、県内種苗生産業者の増産、生 

 産者の自家採苗により、十分量の種苗 

 が確保された。 



１２８００トン（平年の９０％）、 
２６億７０００万円（平年の１４０％）の生産 



終 


